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放流
密度

生貝採*3

捕密度

放流時
殻　長

殻長 全重量 軟体部
割　 合

（枚/㎡） （枚/㎡） (mm) (mm) (g) （％）

11年産貝 6.6 31.1 0.0 31.1 2.1 32.4 72.5 42.8 14.0 32.6

12年産貝 6.0 62.9 0.0 62.9 3.8 55.3 74.3 42.5 12.7 30.0

13年産貝 8.3 8.7 4.4 8.3 0.7 55.8 72.5 40.8 12.5 30.7

14年産貝 5.1 4.7 11.7 4.2 0.2 45.6 73.0 40.1 12.7 31.5

15年産貝 4.7 12.5 8.3 11.5 0.6 59.0 74.4 44.5 11.8 26.5

16年産貝 6.0 21.6 0.4 21.5 1.3 59.6 73.9 40.8 12.6 31.0

17年産貝 7.6 23.4 0.0 23.4 1.8 47.2 67.1 31.7 8.3 26.3

18年産貝 5.7 39.2 3.3 37.9 2.2 55.3 68.8 31.8 9.5 29.3

19年産貝 6.7 38.6 0.0 38.6 2.6 55.3 66.2 29.3 9.1 30.9

20年産貝 6.3 11.7 11.8 9.9 0.7 55.1 69.5 29.2 8.9 29.9

21年産貝 8.4 0.1 6.5 0.1 0.01 55.6 67.5 30.4 8.5 27.6

22年産貝 4.4 8.4 10.0 7.6 0.3 60.1 78.9 51.3 17.1 33.4

*1：生貝採捕密度/放流密度×100

*2：生残率×（100-異常貝率）/100

*3：採捕生貝/曳網面積

（％） （％） (g)

軟体部
重   量調査対象 生残率*1 異常

貝率
正常貝*2

生残率

1年貝

（％）

 

 

 

表 8 春 季 養 殖 実 態 調 査（ 5月 ）に お け

る む つ 市 漁 協 で の 半 成 貝 の 異

常 貝 率 、 生 存 率 、 正 常 生 貝 率  

正常生貝率

（％）

11年産貝 0.0 99.4 99.4

12年産貝 0.0 99.1 99.1

13年産貝 9.2 93.4 84.8

14年産貝 7.5 94.5 87.4

15年産貝 4.6 93.6 89.3

16年産貝 8.7 98.8 90.2

17年産貝 0.3 96.0 95.7

18年産貝 1.0 96.9 95.9

19年産貝 0.3 100.0 99.7

20年産貝 0.0 99.7 99.7

21年産貝 10.0 100.0 90.0

22年産貝 1.8 100.0 98.2

調査対象
生残率

（％）

異常貝率

（％）

 

 

 

 

3. 脇 野 沢 村 漁 協  

ホ タ テ ガ イ 1 年 貝 (平 成 22 年 産 貝 )の 正 常 貝 生 残 率 の 平 均 値 は 58.4％ と 、 異 常 高 水 温 に よ り

大 量 へ い 死 し た 前 年 (7.4％ )の 約 8 倍 の 値 と な っ た (表 2-1)。 

一 方 、 マ ヒ ト デ は 12.1 個 体 /100 ㎡ 、 ニ ッ ポ ン ヒ ト デ は 5.9 個 体 /100 ㎡ と 、 前 年 (そ れ ぞ れ

3.3 個 体 /100 ㎡ 、2.9 個 体 /100 ㎡ )よ り も 高 い 密 度 で 出 現 し（ 図 6-2、表 5）、特 に ニ ッ ポ ン ヒ ト

デ の 平 均 椀 長 が 143.8mm（ 最 小 80mm、 最 大 220mm） と 大 型 で あ っ た （ 表 6）。 従 っ て 、 調 査 時 平

均 殻 長 76.2mm で あ っ た 平 成 22 年 産 貝 は 、 ヒ ト デ の 食 害 を 受 け て 生 残 率 が 低 下 す る も の と 懸 念

さ れ 、 当 放 流 区 へ 稚 貝 を 再 び 放 流 す る 際 に は 、 放 流 直 前 に ヒ ト デ を 駆 除 す る 必 要 が あ る と 考 え

ら れ た 。 

y = 0.7562x + 372.6
r = 0.848
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図 8 むつ市漁協における地まき 1 年貝の資源量と 3 年貝の

漁獲量の関係 

 

引 用 文 献 

1） 山 内 弘 子 ・ 小 坂 善 信 ・ 吉 田 達 ・ 川 村 要 （ 2008） ほ た て が い 増 養 殖 IT推 進 事 業 (地 ま き 増 殖 ホ

タ テ ガ イ 実 態 調 査 I).青 水 総 研 増 事 業 報 告 ,37,163-170. 

2）小谷健二・田中淳也・吉田達・工藤敏博・松尾みどり・川村要（2012）平成 22 年夏季から秋季に発生

した養殖ホタテガイ大量へい死について. 平成 22 年度青森県産業技術センター水産総合研究所事業報

告,374-393. 

 

青森ほたて生産・販売実証事業 

（大型貝生産実証試験） 
 

伊藤 良博・吉田 達・東野 敏及・小谷 健二・小倉大二郎・川村 要 

 

目   的 

平成 21 年度調査１ )で作成した大型貝生産マニュアル(ホタテ養殖ごよみ)を用いて、これまで大型貝生産

が困難といわれた地域で実証試験を行う。 

 

材料と方法 

図 1 に示す 3 地区の漁業者の養殖施設において、以下のと

おり試験を行った。 

(1) 平成 22 年産貝 

外ヶ浜町平舘、青森市奥内で平成 22 年 6 月 25 日に、むつ

市川内で 7 月 2 日に仮採苗を行い、目合 1 分の篩に残った稚

貝を目合 1 分のパールネットに 1 段当り 200 個体収容した。 

本採苗は、外ヶ浜町平舘で 8 月 3 日、青森市奥内で 8 月 4

日、むつ市川内で 8 月 17 日に行い、目合 2 分の篩に残った稚

貝を目合 2 分のパールネットに 1 段当り 30 個体収容した。        

第 1 回分散は、外ヶ浜町平舘で 11 月 19 日に、青森市奥内

で 11 月 18 日に、むつ市川内で 11 月 16 日に行った。外ヶ浜町平舘では目合 7 分の篩に残った稚貝を、む

つ市川内では目合 8.5 分の自動選別機に残った稚貝を、青森市奥内では生存貝が少なかったため、当研究

所久栗坂実験漁場の稚貝(平均殻長 28.1mm)を、目合 3 分のパールネットへ 1 段当り 8 個体収容した。 

第 2 回分散は、外ヶ浜町平舘で平成 23 年 4 月 13 日に、青森市奥内で 4 月 11 日に、むつ市川内で 4 月

25 日に行い、目合 4 分のパールネットへ 1 段当り 4 個体収容した。 

付着物を除去するため、外ヶ浜町平舘で 12 月 20 日に、青森市奥内では 10 月 20 日に、むつ市川内で 11

月 10 日に篭交換を行った。 

外ヶ浜町平舘では平成 24 年 5 月 30 日に、青森市奥内では 4 月 16 日に、むつ市川内では 4 月 24 日に試

験貝を回収し、生貝数、死貝数、殻長等を測定し、成長やへい死率等を比較した。 

(2) 平成 23 年産貝 

平成 23 年度は、陸奥湾のホタテガイの産卵が平年より遅れ、採苗適期も遅れたため仮採苗を省略し、本

採苗から行った。 

本採苗は、外ヶ浜町平舘では稚貝不足のため、むつ市脇野沢から移入した採苗器の付着稚貝を用いて 8

月 19 日に、青森市奥内では地場産稚貝を用いて 8 月 5 日に、むつ市川内も地場産稚貝を用いて 8 月 24 日

に行い、目合 2 分の篩に残った稚貝を目合 2 分のパールネットに 1 段当り 30 個体収容した。 

第 1 回分散は、外ヶ浜町平舘で 12 月 20 日に、青森市奥内で 10 月 20 日に、むつ市川内で 11 月 10 日に

行い、目合 3 分のパールネットへ 1 段当り 8 個体収容した。 

外ヶ浜町平舘では平成 24 年 5 月 30 日に、青森市奥内では 4 月 16 日に、むつ市川内では 4 月 24 日に試

験貝を回収し、生貝数、死貝数、殻長等を測定し、成長やへい死率等を比較した。 

 

外ヶ浜

平舘
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奥内

むつ市

川内

 
図 1 実証試験の位置図 
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結果と考察 

(1) 平成 22 年産貝 

仮採苗から第 2 回分散までの測定結果については、吉田ら２）が報告済である。 

篭交換時の測定結果を表 1、図 2 に、試験終了時の測定結果を表 2、図 3 にそれぞれ示した。  

篭交換時のへい死率は 2.1～11.0％、異常貝率は 0～3.3％と低かった。作業と測定が 12 月 20 日と遅く

なった外ヶ浜町平舘以外の 2 地点で見ると、殻長は 89.9～92.8mm、全重量は 70.3～76.6g で大型貝生産マ

ニュアルに示した 10 月時点の目安である殻長 102mm、全重量 116g を下回った。 

 

表1　平成22年産ホタテガイの測定結果（篭交換時）

平均 平均 平均

外ヶ浜町平舘 H23.12.20 97.9 2.1 3.3 104.6 ± 5.5 120.2 ± 13.1 43.7 ± 6.6

青森市奥内 H23.10.20 89.0 11.0 0.0 89.9 ± 3.6 70.3 ± 7.2 25.2 ± 3.3

むつ市川内 H23.11.10 92.1 7.9 0.0 92.8 ± 5.0 76.6 ± 9.8 28.9 ± 3.7

標準偏差

全重量(g)

標準偏差 標準偏差

軟体部重量(g)
地区名 調査月日

生残率

（％）

へい死率

（％）

異常貝率

（％）
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図2 平成22年産ホタテガイの測定結果（篭交換時）
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試験終了時のへい死率は 1.3～12.5％、異常貝率は 0～3.3％であり、外ヶ浜町平舘でやや高かった。殻

長は 116.1～122.0mm、全重量は 155.1～169.2g であり、大型貝生産マニュアルに示した 4 月時点の目安で
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結果と考察 

(1) 平成 22 年産貝 

仮採苗から第 2 回分散までの測定結果については、吉田ら２）が報告済である。 

篭交換時の測定結果を表 1、図 2 に、試験終了時の測定結果を表 2、図 3 にそれぞれ示した。  

篭交換時のへい死率は 2.1～11.0％、異常貝率は 0～3.3％と低かった。作業と測定が 12 月 20 日と遅く

なった外ヶ浜町平舘以外の 2 地点で見ると、殻長は 89.9～92.8mm、全重量は 70.3～76.6g で大型貝生産マ

ニュアルに示した 10 月時点の目安である殻長 102mm、全重量 116g を下回った。 

 

表1　平成22年産ホタテガイの測定結果（篭交換時）

平均 平均 平均

外ヶ浜町平舘 H23.12.20 97.9 2.1 3.3 104.6 ± 5.5 120.2 ± 13.1 43.7 ± 6.6

青森市奥内 H23.10.20 89.0 11.0 0.0 89.9 ± 3.6 70.3 ± 7.2 25.2 ± 3.3

むつ市川内 H23.11.10 92.1 7.9 0.0 92.8 ± 5.0 76.6 ± 9.8 28.9 ± 3.7

標準偏差

全重量(g)

標準偏差 標準偏差

軟体部重量(g)
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図2 平成22年産ホタテガイの測定結果（篭交換時）
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試験終了時のへい死率は 1.3～12.5％、異常貝率は 0～3.3％であり、外ヶ浜町平舘でやや高かった。殻

長は 116.1～122.0mm、全重量は 155.1～169.2g であり、大型貝生産マニュアルに示した 4 月時点の目安で

ある殻長 120mm、全重量 207g を 3 地点とも下回った。 

 

表2　平成22年産ホタテガイの測定結果（終了時）

平均 平均 平均

外ヶ浜町平舘 H24.5.30 87.5 12.5 3.3 119.3 ± 5.1 168.0 ± 16.9 71.7 ± 8.3

青森市奥内 H24.4.16 98.7 1.3 0.0 122.0 ± 8.3 169.2 ± 21.5 76.4 ± 11.8

むつ市川内 H24.4.24 98.3 1.7 0.0 116.1 ± 3.9 155.1 ± 17.7 74.9 ± 12.6

図3　平成22年産ホタテガイの測定結果（終了時）
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 (2) 平成 23 年産貝 

本採苗時の測定結果を表 3、図 4 に、第 1 回分散時の測定結果を表 4、図 5 に、第 2 回分散時の測定結果

を表 5、図 6 にそれぞれ示した。 

本採苗時のへい死率は 0％であった。殻長は 8.4～9.4mm で、大型貝生産マニュアルに示した 7 月時点の

目安である殻長 18mm を全地点で下回った。 
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表3　平成23年産ホタテガイの測定結果（本採苗時）

平均

外ヶ浜町平舘 H23.8.19 100.0 0.0 - 8.4 ± 1.1

青森市奥内 H23.8.5 100.0 0.0 - 9.4 ± 1.6

むつ市川内 H23.8.24 100.0 0.0 - 9.1 ± 1.3

異常貝率

（％）

殻長(mm)

標準偏差
地区名 調査月日

生残率

（％）

へい死率
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図4 平成23年産ホタテガイの測定結果（本採苗時）
 

 

第 1 回分散時のへい死率は 0％であった。異常貝率は 0～17.3％であり、外ヶ浜町平舘で高めであった。

殻長は 32.3～37.6mm であり、測定が 12 月と遅れた外ヶ浜町平舘以外の 2 地区で見ると、大型貝生産マニ

ュアルに示した 10 月時点の目安である殻長 30mm をやや上回った。 

 

表4　平成23年産ホタテガイの測定結果（第1回分散時）

平均 平均

外ヶ浜町平舘 H23.12.20 100.0 0.0 17.3 37.6 ± 6.0 4.9 ± 1.8

青森市奥内 H23.10.20 100.0 0.0 0.0 32.3 ± 2.6 3.4 ± 0.8

むつ市川内 H23.11.10 100.0 0.0 0.0 32.5 ± 2.6 3.2 ± 0.7

地区名 調査月日
標準偏差 標準偏差
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図5 平成23年産ホタテガイの測定結果（第1回分散時）
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終了時のへい死率は 3.4～12.7％、異常貝率は 1.1～4.8％と、測定が 5 月と遅れた外ヶ浜町平舘はやや

高めだった。殻長は 70.0～81.8mm、全重量は 33.0～47.5g であり、青森市奥内では大型貝生産マニュアル

に示した 3 月時点の目安である殻長 77mm を上回り、全重量の目安 48g とほぼ同じであったが、他の 2 地区

は殻長・全重量とも下回った。 
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表3　平成23年産ホタテガイの測定結果（本採苗時）

平均

外ヶ浜町平舘 H23.8.19 100.0 0.0 - 8.4 ± 1.1

青森市奥内 H23.8.5 100.0 0.0 - 9.4 ± 1.6

むつ市川内 H23.8.24 100.0 0.0 - 9.1 ± 1.3

異常貝率

（％）

殻長(mm)

標準偏差
地区名 調査月日

生残率

（％）
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図4 平成23年産ホタテガイの測定結果（本採苗時）
 

 

第 1 回分散時のへい死率は 0％であった。異常貝率は 0～17.3％であり、外ヶ浜町平舘で高めであった。

殻長は 32.3～37.6mm であり、測定が 12 月と遅れた外ヶ浜町平舘以外の 2 地区で見ると、大型貝生産マニ

ュアルに示した 10 月時点の目安である殻長 30mm をやや上回った。 

 

表4　平成23年産ホタテガイの測定結果（第1回分散時）

平均 平均

外ヶ浜町平舘 H23.12.20 100.0 0.0 17.3 37.6 ± 6.0 4.9 ± 1.8

青森市奥内 H23.10.20 100.0 0.0 0.0 32.3 ± 2.6 3.4 ± 0.8

むつ市川内 H23.11.10 100.0 0.0 0.0 32.5 ± 2.6 3.2 ± 0.7
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終了時のへい死率は 3.4～12.7％、異常貝率は 1.1～4.8％と、測定が 5 月と遅れた外ヶ浜町平舘はやや

高めだった。殻長は 70.0～81.8mm、全重量は 33.0～47.5g であり、青森市奥内では大型貝生産マニュアル

に示した 3 月時点の目安である殻長 77mm を上回り、全重量の目安 48g とほぼ同じであったが、他の 2 地区

は殻長・全重量とも下回った。 

表5　　平成23年産ホタテガイの測定結果（終了時）

平均 平均 平均

外ヶ浜町平舘 H24.5.30 87.3 12.7 1.5 73.0 ± 5.1 37.9 ± 6.4 15.0 ± 2.7

青森市奥内 H24.4.16 97.4 3.6 1.1 81.8 ± 6.5 47.5 ± 9.7 20.5 ± 4.1

むつ市川内 H24.4.24 96.6 3.4 4.8 70.0 ± 6.0 33.0 ± 6.3 13.9 ± 3.1

地区名 調査月日
生残率

（％）

へい死率

（％）

異常貝率

（％）

殻長(mm) 全重量(g) 軟体部重量(g)

標準偏差 標準偏差 標準偏差
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(3) 大型貝生産マニュアル(ホタテ養殖ごよみ)の目安を下回る結果となった原因 

今回の試験における平成 22 年産貝の成長不良は、平成 22 年夏季～秋季の異常高水温３ )と平成 22 年冬季

～平成 23 年春季の低水温、及び平成 23年冬季～平成 24 年春季の低水温の影響があったためと考えられた。 

また、平成 23 年産貝の成長不良は、陸奥湾のホタテガイの産卵が平年より遅れ、全体に稚貝の成長が遅

れたことや、平成 23 年冬季～平成 24 年春季の低水温の影響があったためと考えられた。なお、青森市奥

内において第 2 回分散時点で、大型貝生産マニュアル(ホタテ養殖ごよみ)の目安に近い成長が見られたの

は、稚貝採取、第 1 回分散とも作業適期に入ってから早い時期に実施したことによるものと思われた。 
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